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DundursとHetenyi 2＞， 黄と王 3 ） により様々な解析
が次々になさ れている． 最近， 陳と湯 4） はこれをテ










体的には， 黄と王汽および陳と湯 4） により与えら
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は半無限体均質材中のミンドリンの結果 5 ） と
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図1 無限体均質中の内部に集中力
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持つ直交座標系 （x 1,Xz , X3）を図2に示すように定
義する. 2種類の材料はそれぞれ等方，均質な弾
性体と仮定 し，物体力はないものとする． ま た，
Qi , Qz は各材料の占める領域であり，それぞれの
領域の材料のせん断弾性係数とポアソン比を， QI
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おけば，明らかに， <Pi , <Po も調和関数である． し
ごがって，方程式（ 1 )の一般解は次式となる．
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ここで，k1 = 3- 4 ν1 , kz = 3 - 4 l)z, Kiと品 は式
( 4 ）に示すように集中力FiのKelvinの特殊解で
あり， <Pi , <Po，サz，仇は調和関数であり，すなわ
ち，次式を満たす．
\J2q:J1 = 0， マ2ψo = O (x3>0) 1
vz 仇＝0, V2サ0 = 0 （ぬ＜ 0) J
さて，本問題は，異種接合材の平面境界上で，
変位と応力が次の連続条件を満たす必要がある．
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ある．なお，i/rr, i/roおよび，K;, Koは X3< 0 
問中の調和関数である（ιと品の特異点は X:
の空間中にある） . i/r；， 仇が次のように得ら
領域 1では
[2(S-l) + AS(k1 -1）］昆十2(k1+l)SG 
中Q
(13) 
µI ( 91 + K1),3十 扇町了［（k1一 的3十 品）
-2 P,311 = µ2 i/r1 ,3 + � [ （ん － 1）仇（ゐ＋ 1) 
-2 Q,311 
µ1（肘品）， 3十扇町了［（k1一 的3+K3)
一 2P,312 = µ2 i/r2;3十 夜告了［（ k2 - 1) ifr3 
-2q斗2
1 （仰＋ K3),3 ＋五自ニ主L[ rp + (f) + Kr ,(k1十1)L 'f' , 'f'
＋ι，2] -u!:争I了ρ 33
十µ／3 k2) [I 百五ア［サ1 ,1十恥］
－ ぱ告Q,3 3
(x3= Q) (1 4) 
q.>1=0，伊2=0
[2(S-l) + AS(k1 l）］品十4Al<o,3
2 q.>3 






[2 + B(k2-l)]SK3 
ここに，










(x3 < 0) 
ここに
s --1一一 l+I'’ 
青 I'-l� k2+I' 
T=.1_「＿＆二上一（ゐ
－ l)I'l
4 Ll+I'k1 k2+I' J 
(2 
この ときに，変位と応力場を とする基本解は，






像法が使える．ま ず，空 間に あ る点の 関 数を
f(x1, X2, X3）とし，それに対応した関数は次のよう
に定義されている
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式（ 4 ）でF1 = Q, F2 = F3 = 0, r = 
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の場合 ， 式（23）でI'=Oであり， S=2, A=





I'=ooで、 あ り， S= 1, A = l/ k1 , T = l/ 4 
ある. k1 をk(=3-4 ν）に入れ替えれは剛性
付き半無限体均質材中の対応したLorentzの結
3),4},6), 7）がそれぞ
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